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ITシステムの効率化・安定化のための
ソリューションとは？

IT
Administrator



昨今のアジャイル、DepPos（デブオプス）などの実現のためには、ITインフラの状況を正確に把握し、スムース

かつ正確に開発、運用をコントロールしていく必要があります。

強いシステムを持ち、開発会社、運用会社などとも円滑な連携をとり、プロジェクトを成功へと導きます。

ITインフラの可視化で強いシステム部へ

でインフラを可視化。
ITコミュニケーションの円滑化を推進。

support the abi l i ty of  engineers, to maximize MaxGauge’s  pol icy

性能問題を含む『トラブルの調査工数』のおよそ50%は、情報収集にかかっています。

『 （マックスゲージ）』により、これらを自動で収集、またその後の分析もスピードアップを図れます。

トラブル対応などに係る工数の約50%を占める情報収集を削減

例えば、データベースやアプリケーションサーバーを利用したシステム開発・運用では、パフォーマンス低下や

障害の発生時、その解決に莫大な時間と人的・金銭的コストがかかってしまうのが現状です。データベースや

アプリケーションサーバーの構造は複雑で情報量も膨大なため状況が把握できず、調査を手探りでせざる

をえないことが、その原因の大部分。『情報の不足』が一番の問題なのです。

『 （マックスゲージ）』は、そのような現状を打破するための障害の原因把握・パフォーマンス遅延の

ボトルネック箇所の特定・解決を迅速に行い、システムの安定運用を実現するための機能を提供します。

利便性良く、スムーズに支援

でインフラを可視化

AAAAnnnnyyyyy TTTTTiiiiimmmmmeeeee, AAAAAnnnnnyyy PPPPllllaaaacccceeeee



は、基盤レイヤーの網羅的な情報収集と、統一した分析インターフェースを提供します
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『　　　　　 （マックスゲージ）』は、データ

ベース、WAS、OSなどの基盤レイヤーの

稼働情報を網羅的に収集し、適切な情報

を提供し可視化。

現場ごと、プロジェクトごとに個別で構築

しようとし、実現できなかった『情報収集

の仕組み』を一括収集し、構築・運用での

大幅な工数削減を実現します。

データベース？
アプリケーション？
切り分けができず、効率的に
動けない

CPU、メモリサイズが適切か、
情報がなく理解できない

現状を、顧客やマネージャへ
正確かつ迅速に説明しなけ
ればならない

チームが同一の詳細情報で
議論することによる意思決定
スピードの向上

問題が再現できず、夜間対応
などを、多くの時間を割かなけ
ればならない

情報収集

OS、DB、WAS
稼働情報

セッション
SQL明細

グラフィカル

変化点
ボトルネック
表示

過去からの
データ蓄積

詳細なデータを
リアルタイム、事後で

把握可能

データベース、
アプリケーション
サーバーの内部情報
が簡単に閲覧

問題点が
簡単に確認でき、
原因の切り分けが
容易になる

1 デーデデデ タベタタベーススス？？
アプリケーション？

IT Performance Maximizer

が解決します
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お問合せ｜ Inquiry

カスタマー事例｜ Customer

大手証券会社様

大手公共系金融機関様

大手住宅系メーカー様

1 性能問題発生での原因SQL特定が即座
にできるようになった

2 パターン化された性能劣化は手順化し、
オペレーターが特定・抽出

X

性能劣化SQLの特定の迅速化と
汎用化によるオペレーターの活用

オペレーター
アラート
発生 DBA AP担当

DBAを介さないとならない

アラート
発生 DBA

AP担当

オペレーター

Oracle
サポート DBA

原因

Oracle
サポート DBA

原因

1 一次切り分けの精度向上スピードアップ

2 Oracleサポートへの問い合わせも
絞込みにより迅速化

3 監督庁や関係会社への報告も
正確性Up・スピードUp

トラブル発生時の初動での絞込みの迅速化。
トータルスピードの向上

1 複数のアプリケーションの接続で問題が
発生しても調査が困難だった

2 各アプリケーションでどんどん新しいSQLが
作られ、安定が難しかった。

1 問題セッション・SQLからAPを
特定改修指示

2 新たなSQLのピックアップ

IT Performance Maximizer

『 （マックスゲージ）』は金融、通信、ネット起業様などを中心に、クリティカルなシステムにて状況の正確な把握、問題発生時の詳細調査
ツールとして活用いただいています。また、入手した正確な情報をもとに、ユーザー、パートナー、監督庁、ベンダーなどとの円滑なコミュニケーションを
実現しています。

従来は、ほぼ100％DBAを介して障害原因を分析しないとならないが、
『 （マックスゲージ）』導入によりオペレーター（運用・監視担当）
が判断・対応できる範囲が増え、関係者への即時連絡が可能となりスピード
アップを図っている。


















